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立
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は
一
八
人
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英
吉
利
法
律
学
校
創
立
者
の
中
で
、
同
校
と
の
関
わ
り
が
最
も

短
期
間
で
あ
っ
た
人
物
が
磯い
そ

部べ

醇じ
ゅ
んで
あ
ろ
う
。

　

岐
阜
県
笠
松
出
身
の
磯
部
は
、
同
地
で
角す
み

田た

錦き
ん

江こ
う

の
塾
に
入
り

漢
学
を
学
び
、
京
都
に
出
て
広
瀬
元
周
に
英
語
を
学
ん
だ
後
、
名

古
屋
の
愛
知
英
語
学
校
で
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
九
月
か
ら
同

校
が
廃
止
さ
れ
る
七
七
年
二
月
ま
で
主
に
英
語
を
学
ん
だ
。
同
校

は
、
修
学
期
間
の
四
年
間
を
八
級
に
分
け
て
い
た
が
、
の
ち
の
坪

内
逍
遙
が
二
級
上
、
三
宅
雪
嶺
が
一
級
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
短

期
間
で
は
あ
る
が
東
京
商
法
講
習
所
を
経
て
七
七
年
六
月
東
京
大

学
予
備
門
に
入
学
、
八
三
年
六
月
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、

十
月
法
学
士
の
学
位
を
得
る
。
東
京
大
学
在
学
中
に
そ
れ
ま
で
の

以い

呂ろ

久く

を
醇
と
改
名
し
た
よ
う
で
あ
る
。
の
ち
に
は
裸ら

坊ぼ
う

と
号
し

た
。

　

八
三
年
十
一
月
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
法
学
科

教
授
と
な
り
、
八
五
年
七
月
に
辞
任
す
る
ま
で
、
法
理
学
・
英
国

憲
法
・
契
約
法
・
代
理
法
・
保
険
法
な
ど
を
担
当
し
た
。
こ
れ
は

磯
部
の
東
京
大
学
在
学
中
の
成
績
が
七
人
中
四
番
で
あ
り
、
三
番

ま
で
で
官
途
に
つ
い
た
者
の
月
給
が
五
〇
円
で
以
下
が
四
五
円
で

あ
っ
た
こ
と
を
不
服
と
し
、
五
〇
円
を
出
す
と
い
う
同
校
に
就
職

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
に
は
、

彼
は
病
気
が
ち
で
休
講
が
多
か
っ
た
と
あ
る
。

　

一
方
で
八
四
年
三
月
に
東
京
で
代
言
免
許
を
得
る
と
、
高
橋
一

勝
や
岡
山
兼
吉
ら
と
審
理
社
に
参
加
し
て
代
言
業
務
を
行
っ
た
。

東
京
専
門
学
校
で
の
岡
山
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
同
社
に
英
吉
利
法
律
学
校
創
設
準
備
の
た
め
の
仮
事
務

所
が
置
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
設
立
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
英
吉
利
法
律
学
校
で
は
第
一
学
年
の
代
理
法
を
教

え
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
創
立
後
間
も
な
く
長
崎
県
中
学
校
一
級

教
諭
兼
長
崎
商
業
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
地
に
赴
任
し
て
し

ま
っ
た
。
長
崎
商
業
学
校
長
就
任
の
理
由
は
父
親
の
借
財
返
還
の

た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
文
部
省
学
務
課
長
浜
尾
新あ
ら
たか
ら

月
俸
八
〇
円
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
校
長
稼
業
も
短
期
間
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
検

事
と
な
っ
て
熊
本
始
審
裁
判
所
に
転
じ
て
い
る
。
判
事
と
し
て
各

地
を
転
任
し
、
一
九
一
〇
年
、
大
審
院
判
事
を
最
後
に
退
官
し
、

以
後
、
名
古
屋
で
弁
護
士
を
開
業
、
一
三
（
大
正
二
）
年
度
に
は

名
古
屋
弁
護
士
会
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
亡
く
な
る
年
の
一
月

に
は
名
古
屋
無
尽
株
式
会
社
の
社
長
に
就
任
し
て
い
た
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
で
は
全
く
講
義
を
し
な
か
っ
た
た
め
も
あ

り
、
磯
部
の
著
書
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
東

京
専
門
学
校
第
一
回
卒
業
生
の
岸
小
三
郎
が
卒
業
後
間
も
な
く

『
斯ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
し

丁
文
氏
英
国
証
拠
法
』
を
翻
訳
・
刊
行
し
た
際
に
そ
の
校
閲

を
し
た
程
度
で
あ
る
。
同
校
の
講
師
と
し
て
、
法
理
学
、
英
国
憲

法
な
ど
を
講
義
し
て
い
た
磯
部
が
、
教
え
子
の
訳
書
の
刊
行
に
力

を
貸
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
月
十
日
、
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

七
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。『
名
古
屋
新
聞
』
は
「
森
羅
万
象
」

欄
で
、「
名
古
屋
弁
護
士
会
の
長
老
と
し
て
重
き
を
な
し
て
ゐ
た

磯
部
醇
翁
が
去
る
十
日
ポ
ツ
ク
リ
秋
風
に
散
る
梧
桐
の
や
う
に

七
十
八
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
永
眠
し
た
『
秋
雨
の
路
を
す
た

く
跣
足
哉
』
の
一
句
を
残
し
て
…
…
」
と
磯
部
の
逝
去
を
伝
え

て
い
る
。

　

磯
部
の
古
稀
を
機
に
そ
れ
ま
で
『
法
曹
時
論
』
に
掲
載
し
た
随

筆
や
俳
句
な
ど
を
編
集
し
た
『
私
』
が
遺
著
と
な
っ
た
。

出
身
地　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町

生　

年　

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
二
月
二
十
五
日

没　

年　

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
月
十
日
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磯 

部 

醇　

名
古
屋
弁
護
士
会
の
長
老磯部醇


